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28年－ ７ 福祉保健 保育士の賃金引上げのための補助制度の創設について 鳥取の保育を考える会
(28. 2. 22) 会長 石 井 由加利▲

理由
政府は子ども・子育て支援新制度実施にともない、2017 年

度までに待機児童解消ゼロをめざし、保育施設の量的拡大を進
めている。しかし保育士の劣悪な処遇が原因で、深刻な保育士 （紹介議員）
不足と保育の質改善策の不十分さがマスコミでも取り上げら 市 谷 知 子
れ、全国的な問題となっている。 錦 織 陽 子
鳥取大学畑研究室と鳥取の保育を考える会が行った新制度下 長谷川 稔

での 19 市町村の聞き取り実態調査からでも、県下での保育士
不足は深刻であり、保育士確保において危機的な状況が確認で
きた。施設定員を増やしても人的環境が整わずに常に募集を出
しているが応募がない、年度途中からの入所希望受け入れに必
要な保育士確保ができず断っている、補充要員として無資格者
を登用して保育をせざるを得ない･･･など、公私立関わらず保
育士の確保ができない声を行政担当者や保育施設長からも多数
聞いた。
厚生労働省は、全国 70 万人の潜在保育士の復帰の援助のほ

か、国家試験回数の見直しや無資格者が小規模保育事業所など
で従事するための「子育て支援員」研修などの規制緩和で人材
確保を図る“保育士確保プラン”を実施している。
しかし保育士不足の原因が、全産業と比較しても９万円低い

（実態はさらに低い）といわれ、「酷使される保育士」などの
報道があるように、保育の専門性を必要とし仕事の内容や責任
の重さに見合わない低賃金・劣悪な処遇にある。
保育現場では、保育士配置数の半数以上が非正規（臨時）で

保育が行われ、クラス担任を受け持ち正規保育士と同じ責任を
求められる状況も多々見受けられている。臨時職員の賃金も各
保育所で違うが、多くが正職員の１年目の本俸 154,200 円で算
定されている。（福祉労働組合調査）ここから税金や保険など
が控除され、手取りは 12 万円台、一時金や各種手当も正職員
と格差があり、自立して生活することが困難な実態である。
このことは政府も認めており、2016年度予算で、保育士等



の待遇を 2015 年度人事院勧告に伴う国家公務員の給与改定の
内容に準じて、保育士平均で 1.9 ％改善するとしているが、こ
れは保育士の給与額に直結するものではない、さらに厚生労働
省は、新制度実施前後で今回の改定を含めて７％の改善になる
と説明しているが、さらにさかのぼって 2000 年度の単価額と
比較すると 2.7 ％増に過ぎず人材確保につながる人件費に充当
できるものではない。
そして保育所では、保育士以外の職員も大きな役割を果たし

ている。食育が保育園で位置づけられ、より専門性を求められ
ている栄養士、そして最善の注意のもと、離乳食やアレルギー
など子どもたちの体調や発達に合わせて食事を作る調理員・健
康状態を見守る看護師・事務員などは非正規比率が高く、最低
賃金により近く設定されるケースが多く見られている。
保育士の人材不足の根本原因は、保育所における職員配置基

準の低さにあり、鳥取県として専門職に見合った保育士の賃金
・労働条件の引き上げのために、県単補助制度を創設し処遇の
改善を保障していただきたい。
「子育て王国」と同時に「保育（士）王国」といわれるよう

に、処遇改善の早急な取組を求める。

▲

要旨
鳥取県は、保育士の賃金引上げのために、県単独補助制度を

創設し、処遇の改善を保障していただきたい。


